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◎88　　瀬戸よリササエ3ε個体裁入擢、元来　白浜にはサ炉工は産しなしiが　以前
　　　宗看が催地方より仕入れ（蓄養してし1たさU。逃げ出し年ものが商樹されたもの5
　　　しし㌧
◎1則≡1　大阪畳蛋整構課婁と大金下請けの清定業者によ∫）．冷凍機0）ク■う一および
　　　コンデンサーの内部を禿藻しだ．
qo目寺水酬ラス衝砺水商工剖轍リ・械フィルター著㍗トしだ・
｛◎・48　　頃入O閥逝1の滋水中1；＝ミトljムシの覆が大里1こ発生し．そのたゆ萄救弐のる
　　水信は竈し＜塑つだ．このフラ〉タトンの群集は．その積83同菊浜附逝に停涜レ
　　水練の曝室に大きな支湾をもだ5しだ．
　　　　22目には回復しだが．今るの寒波による摂言わ菅克台吐ると第I，爺2水ξε
　　　・：oo渥蓉冒の螢選次婁妻れる．
　　　　権就．この胆の筒の榛本琶横浜大事覆鼠屏剛二送り同定琶依寝しだ．
◎20目　魯帥亟碓臼探焦しだヒメイ引0個体が入信．〆。23の小バットに長
　　示した．二例｛イカは系外x気があり．留目がら餌（アナバ漬の瑳魚を生首だ三三」
　　　与える）1二もついに。
⑨278街毒見町望野薄乗組台よりタイマイ（甲長ε◎帆）1個体が入信．寒さのに
　　　絶が種り園ってuだ成．何とか回復する昆迅孤であ’る．
＠，288　　堺演より本辱拠のクカアシガ：：2個体（1睡1　崖I）州ス種．qり水信口1その
　　　○目をとリ臼とし，二、
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◎載瞭集水族名
　魚類　：　ヘビギ〉ボァゴン、ゼ’逃Iアサピアナハピ　　クジメ
（l　l　l）
無1脊准動物　：　カイウミヒドラ　カミクラゲ　ア〉ナガ11Eコニビ　サラ与士ピ　イソガニタ÷シ
　　　　オウギカ’’ニ　ヒライソガニ　フメフラシ　アマクサアノブラシ　フウセンウミウシ
　　　　ク石がダウミウシ　ミヌガイ　ピノイカ　アカウニ　バ’フンウニ
◎主湾購；人水族る
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　婦有睦動助：セミエービ　ウナワ：〔ビ　ダカアシザ；　コウイカ　サザエ地
　　　　幽マナマ⊃
◎2日28團現在、飼育中の動物は、総計232種3420個体以上で、その内訳目
　次の通り．二⑦うら壌藁水橿に壇容雇示中の動地は230種3350側体以上．
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　　　　　　　　　　　　　　宗　　訪　　銀
2目’7臼　徳島バス（鳴門水族錆）三ホ車吾常務取締銭並に市屠裕陶発室費は視察の
　　　ため琴舘
2目13冒　玉野有洋振物館一1プ栢凍繁夫水族館飼吉主任は．る季1こおける水族の管理1こ
　　　つき琵察のため身1嶺
2胃クヰ日　N　H　K玉井勇夫スロデユーザー外力メラマ〉一行は、カメラ風土記の記南
　　　の部の紹介のテしビ撮影のだ棚禾舘
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